
＜長尾の歴史＞明治･大正・昭和 

 

○長尾はどんな所だったのか 

 

★1889 年（明治 22 年）の町村合併で向丘村となる。 

★1912 年（大正１年）の資料で見ると 

 

・圧倒的に農家の多いところ 

 （隣村の「高津村」や「大師河原村」や「川崎町」とは好対照） 

 ・畑と山林の割合の多い村（多摩丘陵の特徴） 

・明治初年には養蚕が広がったが 1884年の生糸大暴落を境に急速に 

 衰える。 

・代わって大正時代（1912年以後）は栗・梨の栽培が広がる。 

★ 川崎の梨栽培の当時の中心は大師河原村 

★ 「長十郎梨」は 1893（明治 26）年に大師河原村の当麻辰次郎が開

発。1897 年の黒星病の大流行で長十郎梨だけが被害を受けず注目

され、 以後各地で栽培され梨の主流となる。 

  （収穫量が多い。甘味が強い。病害虫に強い） 

メモ 

                          



○大正時代の市域 

★工場地帯の発達→各地から働く人々が流入 

 

 

東北地方（青森・秋田・岩手・宮城）と沖縄県から

の人が多かった。 

★1923 年（大正 12 年）９月１日の関東大震災 

○死者行方不明数 

町村名 人数 

川崎町 

田島町 

御幸村 

大師町 

日吉村 

中原村 

高津村 

住吉村 

橘村 

宮前村 

稲田村 

向丘村 

７９２人 

１７７人 

 ８１人 

 ５９人 

 １４人 

  ７人 

  ７人 

  ４人 

  ４人 

  ２人 

  ２人 

  １人 

○ 海岸部の死者の多くは工場や寄宿舎にいた労働者。沖縄からの女 

 工さんも多い。  



○北部地域の変化 

★東京に直結する私鉄の開通以後 

 

    ○1926（大正 15）年：東京横浜電鉄（現東横線）開通 

    ○1927（大正 16）年：玉川電気鉄道（現田園都市線） 

               が溝口へ延長 

              小田急線開通・南武鉄道川崎登戸間開通 

    ○1929（大正 18）年：南部鉄道登戸立川間開通 

★ 都市文明へのあこがれ・進学熱の高まり（女性） 

   ○女学校：川崎高等女学校（1925）高津実科高等女学校（1928） 

     私立中原高等女学校（1928） 

そして東京の女学校に通う事も可能となった。 

       

 

 



★娯楽･風俗店の出現 

 

二子橋のたもとの水田地帯に突然二子新地が出現 

 

★向ヶ丘遊園の開園（1926 年） 

 

 

○川崎市への編入 

   

★1938 年国家総動員法が施行される中で川崎市に 

 編入される←町村合併で地方財政を強化し戦争へ 

 の準備を進めようとの政策 

  （独立町村へは補助金カットなどの圧力） 

                                                                                                                                                                                                            


